
 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

漆塗り、始まる 

漆塗りというと、どんなイメージをお持ちでしょうか。 

漆は高い強度をもつ天然の樹液から作られる塗料です。漆器の美しい艶、木目、

その深い色に魅力を感じます。それに加え、抗菌作用があるという事を知り、清浄

という印象を持つようになりました。これは、いっとき漆塗りメンバーの合言葉の

ようになりました。 

 かりいほでは今年度より、漆の研究者であり工芸家でもある専門家の指導の下、

漆塗りに取り組んでいます。（実は、３年ほど前から毎年うるしの苗木を植樹して

います。）かりいほの食堂のテーブルの塗りが、初めての仕事でした。かりいほ開

設時に、松の木で手作りしたどっしりとした６人掛けのテーブルです。次の床板塗

りでは、各自自分持ちの刷毛を購入しました。刷毛の持ち手に布を貼って漆を塗

り、金粉で記名しました。ぐっと気持ちが入ります。緊張しつつもワクワクする導

入でした。お皿、茶筒と進むうち、気が付くと皆真剣な表情で取り組んでいます。

私がとてもうれしく感じるのは、学んだことを互いに伝えあい、良い物を作ろうと

気持ちを一つにして漆に向き合うことが出来ていることです。支援員としていろい

ろな発見があり、感心させられることしきりです。社会生活に困難を抱える人達の

生き方を模索する試みの一つとしての取り組みでもあります。 

さて、先日バザーに初めて出店しました。木地を研ぎ、漆を塗り、荒拭き・仕上

げ拭きをし、湿度 65~80％のフロの中で乾くのを待つ。これらの工程を何度も何度

も繰り返して作り上げた品々です。毎日の生活の中で、愛用していただけるもので

あってほしいと願わずにはいられません。 

 かりいほでは現在 300本の漆の木が植えられていますが、今後も毎年増やしてし

ていきます。樹液が採取できるようになれば、かりいほ産の漆を使った製品が出来

るようになります。 

いにしえより長きにわたって日本人の生活に深く根を下ろしてきた漆塗り。使い

込むほどに艶が増し、塗り直しが出来ることもその特徴で、塗り直しをすることで

三十年はお使いいただけます。かりいほの漆の器を末永くご愛用していただけたら

幸いです。塗り直し、修理も承ります。 

 かりいほ便り 
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国際婦人協会バザー 

 

１１月２０日 東京のアメリカンクラブにてクリスマスチャリティーバザ

ーが行われました。毎年この時期に行われ、かりいほの他にも様々な事業所

と国際婦人協会の御婦人方が参加しています。 

かりいほからは無農薬の柚子やお茶、銀杏、リースなどを販売しました。

柚子はリピーターの方もいて、品物の良さと価格の安さで飛ぶように売れま

した。銀杏も粒が大きくあっという間に完売して、後から買いたいという人

が来たほどでした。リースも素敵だという声をたくさんいただき、ほぼ完売

でした。 

今年は漆製品を初めて販売しました。茶さじやしゃもじ、お皿、茶筒な

ど、漆の先生から教えていただいて、利用者さんが一生懸命に作った物で

す。お客様に説明すると関心を持って聞いてくれました。 

かりいほでの作業は、時には大変な時もありますが、お客様が喜んでいる

姿をみると励みになります。みんなで頑張ったことがバザーで評価されてい

るのだと思います。来年はもっと良い物が出せるようにしたいと思っていま

す。 

 



 

ページ 3 

秋晴れのなか２日間に渡り校舎内外で高館まつりに参加致しました。

（平成 28年 11月１9～20日 旧黒羽町立両郷中学校跡にて。）日々の

創作活動及び農産物等の販売を実施しました。 

かりいほブース 

うるし塗り始めました！ 

かりいほの無農薬野菜 

大好評の綿あめは完売しま

した 沢山売れたリース 

第 6 回 「なすの郷 高館まつり」 
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平成２８年度かりいほ大運動会 

１０月２日（日）、毎年恒例のかりいほ大運動会が行われました。今年のプ

ログラムは、より多くの人が参加できるよう工夫したことで、いつも以上にみ

んなが活躍できた運動会だったと思います。プログラム終了後には手作り弁当

や、利用者のＴさんが作るポップコーン、かりいほで育てているじゃがいもを

使った、じゃがバタが振る舞われました。また初めての試みとして野菜や創作

活動の作品を保護者や来客の方向けに販売し、夜にはバーベキューが行われま

した。 

 

野菜や創作作品を販売しました 

恒例のパンくい競争 

じゃがバタはいかが 
今年は軽トラ押し ヨイショ

ョ！ 
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編集発行 障害者支援施設 かりいほ  
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かんぱい！これからＢＢ

Ｑ 

運動後のご飯はおいしいね 


